
【
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
（
日
本
風

景
街
道
）
に
つ
い
て
】

浜
崎　
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
は
１

９
８
０
年
代
後
半
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

で
提
唱
、
法
制
化
さ
れ
て
い
る
。
シ
ー

ニ
ッ
ク
つ
ま
り
景
観
の
良
い
、
バ
イ

ウ
ェ
イ
と
は
脇
道
・
寄
り
道
と
い
っ
た

意
味
の
造
語
で
主
に
自
動
車
の
走
行
す

る
道
路
か
ら
の
視
点
で
景
観
、
自
然
、

文
化
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た

要
素
に
よ
っ
て
観
光
や
地
域
活
性
化
な

ど
を
目
的
と
し
て
地
域
の
魅
力
を
具
現

化
す
る
た
め
の
取
り
組
み
、
ま
た
は
そ

の
為
の
ル
ー
ト
の
事
を
い
う
。
日
本
で

は
平
成
18
年
国
土
交
通
省
が
日
本
型
の

「
日
本
風
景
街
道
」
と
名
称
を
決
定
。

現
在
、
全
国
で
は
1
2
8
、
九
州
で
は

11
ル
ー
ト
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

天
草
市
を
「
日
本
風
景
街
道
」
登
録
に

向
け
、
取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
。

市
長　

事
業
効
果
や
経
済
効
果
、「
風
景

街
道
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」の
組
織
構
成

な
ど
の
調
査
研
究
を
行
い
、登
録
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

【
天
草
市
定
住
促
進
・
空
き
家
及
び
空

き
地
情
報
バ
ン
ク
制
度
に
つ
い
て
】

浜
崎　

奨
励
金
交
付
対
象
に
、都
市
計

画
区
域
外
へ
空
き
家
等
情
報
バ
ン
ク
制

度
を
利
用
し
て
転
入
し
、過
去
に
本
市
に

移
住
し
た
事
が
な
い
事
と
あ
る
。思
い
切

っ
た
改
革
に
取
り
組
む
べ
き
と
思
う
が
。

建
設
部
長　

都
市
計
画
区
域
内
も
検
討

し
て
い
く
。
空
き
家
登
録
件
数
の
増
加

を
図
る
た
め
、
家
財
道
具
の
処
分
費
用

に
対
す
る
助
成
な
ど
も
協
議
し
て
い
る
。

今
後
は
、
市
民
か
ら
の
空
き
家
な
ど
の

相
談
に
関
し
て
は
窓
口
を
一
本
化
す
る
。

【
魚
貫
町
・
多
目
的
公
園
及
び
ト
イ
レ

設
置
に
つ
い
て
】

浜
崎　
魚
貫
町
字
琵
琶
の
首
１
３
、５

２
６
㎡
の
白
地
を
「
防
災
公
園
を
兼
ね

た
避
難
所
」、「
小
規
模
運
動
公
園
」
又

は
「
夕
陽
ヶ
丘
公
園
」
の
い
ず
れ
か
に

出
来
な
い
か
。
ま
ず
整
地
だ
け
で
も
良

い
。
町
に
公
衆
ト
イ
レ
が
１
つ
も
な
い

の
で
早
急
に
設
置
し
て
欲
し
い
。

総
務
部

 「
天
草
市
公
有
財
産
利
活

用
、
取
得
、
処
分
等
検
討
委
員
会
」
を

本
年
９
月
に
立
ち
上
げ
た
の
で
、
こ
の

中
で
管
理
や
整
備
及
び
利
活
用
の
あ
り

方
に
つ
い
て
審
議
し
て
い
き
た
い
。

市
長 

ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
観
光
資

源
と
し
て
の
活
用
や
地
域
の
実
情
等
も

考
慮
し
、設
置
す
る
方
向
で
検
討
す
る
。

赤
木　
子
ど
も
子
育
て
支
援
を
総
合
的

に
推
進
す
る
（
支
援
関
連
３
法
）
新
制

度
は
27
年
か
ら
本
格
的
に
動
き
出
す

が
、
万
全
の
準
備
と
円
滑
な
移
行
を
目

ざ
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
保
育
所

民
営
化
等
実
施
計
画
に
基
づ
き
、直
営
、

民
営
化
、
廃
止
な
ど
の
見
直
し
で
、
今

年
度
ま
で
に
６
保
育
所
が
民
営
化
・
廃

止
と
な
り
、
運
営
費
削
減
高
は
実
質
７

千
万
円
を
確
保
で
き
る
。
こ
の
財
源
を

子
ど
も
医
療
費
の
拡
充
策
に
還
元
す
れ

ば
、
子
育
て
支
援
そ
の
も
の
に
な
る
。

医
療
費
を
１
歳
引
き
上
げ
る
に
は
１
千

５
百
万
円
程
度
が
見
込
ま
れ
、
中
学
３

年
生
ま
で
対
象
を
拡
大
で
き
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　

来
年
度
か
ら
「
地
方

版
子
育
て
会
議
」
や
関
係
各
課
に
計
画

策
定
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
ニ
ー
ズ

調
査
実
施
や
円
滑
な
事
務
の
実
施
体
制

の
整
備
を
図
り
た
い
。

市
長　

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
充

は
、
子
育
て
支
援
事
業
計
画
ニ
ー
ズ
調

査
結
果
を
十
分
踏
ま
え
、
総
合
的
な
視

点
で
子
ど
も
医
療
費
助
成
拡
大
の
ウ
エ

イ
ト
が
大
き
け
れ
ば
、
当
然
そ
う
な
る

と
思
う
し
、
財
源
の
根
拠
は
よ
く
理
解

で
き
る
。

赤
木　
９
月
議
会
で
は
、
通
勤
手
当
を

提
案
し
た
が
、
今
回
は
市
職
員
の
持
家

に
対
す
る
住
居
手
当
を
提
案
し
た
い
。

　
持
家
に
対
す
る
住
居
手
当
は
、
人
事

院
勧
告
で
も
指
摘
さ
れ
、
国
及
び
各
県

の
ほ
と
ん
ど
が
廃
止
、
ま
た
は
廃
止
を

予
定
し
て
い
る
。
勧
告
か
ら
既
に
３
年

が
経
過
し
た
が
、
本
市
は
未
だ
に
見
直

し
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

総
務
部
長　

該
当
者
は
全
職
員
の
約
26

％
で
年
額
１
千
万
円
が
支
給
さ
れ
て
い

る
。
総
人
件
費
抑
制
の
た
め
、
廃
止
の

方
向
で
組
合
と
協
議
し
て
お
り
、
廃
止

を
は
じ
め
適
切
な
給
与
体
制
に
し
た
い
。

赤
木　
約
１
万
基
あ
る
防
犯
灯
に
経
費

削
減
の
た
め
「
Ｅ
Ｓ
Ｃ
O
事
業
」（
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
の
リ
ー
ス
事
業
）
を
導
入
し
て

は
ど
う
か
。
ま
た
市
公
共
施
設
も
対
象

に
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

導
入
す
れ
ば
、
年
額
約
４

２
０
万
円
の
経
費
削
減
が
見
込
ま
れ

る
。Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
、
長
寿
命
化
・
省
電

力
化
が
図
ら
れ
、
環
境
負
荷
削
減
等
の

大
き
な
効
果
も
あ
り
、
防
犯
灯
や
公
の

施
設
管
理
の
面
か
ら
も
経
営
戦
略
会
議

に
諮
り
、
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

中
尾  

ト
イ
レ
の
増
設
と
芝
生
公
園
内

の
園
路
の
排
水
溝
の
整
備
計
画
は
。

建
設
部
　

利
用
者
か
ら
も
増
設
の
要

望
も
あ
っ
て
お
り
、県
に
対
し
て
整
備
の

要
望
を
行
っ
て
い
る
。今
後
の
利
用
状
況

を
確
認
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
と
の

こ
と
。ま
た
、排
水
溝
は
園
路
全
体
に
付

設
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、今
後
ト
イ
レ
の

増
設
と
あ
わ
せ
て
県
に
要
望
す
る
。

中

 

利
用
さ
れ
る
皆
様
に
と
っ
て
、利

用
し
や
す
い
緑
地
に
な
る
こ
と
を
願
う
。

【
障
が
い・療
育
手
帳
の
更
新
に
つ
い
て
】

中
尾　
そ
の
後
の
経
過
は
。

健
康
福
祉
部　

23
年
度
・
24
年
度
に
お

い
て
は
県
に
相
談
枠
を
増
や
し
て
頂
き
、

希
望
者
全
員
の
面
談
を
地
元
で
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。今
後
も
、障
が

い
を
お
持
ち
の
方
ご
本
人
、ご
家
族
の

立
場
に
立
っ
た
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

中
尾  

早
急
な
対
応
を
と
っ
て
い
た
だ

き
感
謝
す
る
。今
後
も
様
々
な
子
育
て

支
援
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
】

中
尾  

機
体
の
更
新
は
。

市
長　

現
有
機
体
の
製
造
は
す
で
に
中

止
さ
れ
て
お
り
、メ
ー
カ
ー
か
ら
の
技
術

支
援
が
弱
く
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
や
、こ

れ
か
ら
交
換
が
必
要
と
な
る
部
品
の
入

手
に
つ
い
て
も
、ご
指
摘
の
よ
う
に
時
間

を
要
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。本
市

と
し
て
も
天
草
の「
空
の
翼
」で
あ
る
天

草
エ
ア
ラ
イ
ン
の
運
航
継
続
の
た
め
、地

元
自
治
体
と
し
て
最
大
限
の
努
力
を
し

て
ま
い
り
た
い
。

中    

天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
は
天
草
島
民
・

経
済
に
と
っ
て
、な
く
て
は
な
ら
な
い「
公

共
交
通
機
関
」で
あ
る
。機
体
の
更
新
、滑

走
路
な
ど
に
つ
い
て
は
今
後
も
県
と
協

議
を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

【
小・中
学
校
の
ト
イ
レ
の
改
修
に
つ
い
て
】

中
尾   

洋
式
化
や
排
水
設
備
等
の
改

善
は
。

教
育

 

洋
式
ト
イ
レ
の
設
置
は
、今
後

計
画
的
に
改
善
を
図
っ
て
い
く
。ま
た
、

換
気
扇
の
設
置
や
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に

伴
い
、排
水
管
を
含
め
た
排
水
設
備
等

に
つ
い
て
も
、調
査
を
行
な
い
順
次
必
要

な
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

中
尾  

児
童
が
使
用
す
る
ト
イ
レ
の
洋

式
化
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。そ
れ
ぞ

れ
の
家
庭
で
も
、ほ
ぼ
洋
式
化
さ
れ
て
い

る
の
が
実
情
だ
と
思
う
。早
く
調
査
を

行
い
改
善
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

日
本
風
景
街
道
・
登
録
に
つ
い
て

天
草
市
定
住
促
進
に
つ
い
て

子
育
て
支
援(

子
ど
も
医
療
費
の
拡
充
等)

市
職
員
の
住
居
手
当(

持
家)

は
廃
止
を

県
有
地
で
あ
る

本
渡
港
大
矢
崎
緑
地
に
つ
い
て

中尾友二
議員

浜
﨑

浜
﨑

浜
﨑

赤
木

赤
木

赤
木

中
尾

中
尾

中
尾

中
尾

中
尾

中
尾

中
尾

中
尾

鎗
光　
歳
入
確
保
の
た
め
、
公
共
施
設

の
所
有
権
、
運
営
方
法
を
そ
の
ま
ま
に

し
て
、施
設
名
称
の
命
名
権
を
売
却
し
、

企
業
名
な
ど
の
愛
称
を
つ
け
、
財
源
を

確
保
す
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
つ
い

て
、
県
下
の
状
況
や
市
の
導
入
へ
の
考

え
は
。

企
画
部
長　

熊
本
市
が
、
市
民
会
館
を

「
市
民
会
館
崇
城
大
学
ホ
ー
ル
」
と
し

て
導
入
し
て
い
る
。本
市
で
の
導
入
は
、

多
く
の
課
題
が
あ
る
。

鎗
光　
県
外
で
は
歩
道
橋
や
市
民
マ
ラ

ソ
ン
な
ど
に
導
入
し
て
い
る
が
、
厳
し

い
財
政
の
な
か
、
財
源
確
保
の
た
め
命

名
権
導
入
方
針
を
、
早
急
に
定
め
て
は

い
か
が
か
と
提
案
す
る
。

市
長　

導
入
の
可
能
性
を
含
め
、
施
設

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
あ
り
方
は
、
引
き
続

き
検
討
す
る
。

鎗
光　
行
政
財
産
の
有
効
活
用
に
よ

る
、
財
源
確
保
の
た
め
、
導
入
を
強
く

要
望
す
る
。

【
合
併
浄
化
槽
の
設
置
に
つ
い
て
】

鎗
光　
現
在
の
補
助
金
交
付
要
綱
は
、

あ
く
ま
で
も
個
人
用
で
あ
り
、
複
数
世

帯
を
連
結
し
た
場
合
や
、
倉
庫
な
ど
に

浄
化
槽
を
設
置
す
る
と
き
に
は
、
補
助

金
が
交
付
さ
れ
な
い
の
で
、
新
制
度
の

導
入
を
要
望
す
る
。

【
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て
】

鎗
光　
保
有
す
る
個
人
情
報
の
取
り
扱

い
は
。

総
務
部
長　

目
的
外
提
供
は
、
個
人
の

生
命
、
財
産
の
保
護
の
た
め
、
緊
急
や

む
を
え
な
い
場
合
は
、
例
外
的
に
提
供

で
き
る
。

鎗 　

民
生
・
児
童
委
員
の
活
動
に
必
要

な
高
齢
者
な
ど
の
名
簿
の
取
り
扱
い
は
。

健
康
福
祉
部 　

正
当
な
理
由
な
く
、

第
三
者
に
漏
ら
さ
な
い
よ
う
、
誓
約
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

鎗
光　
学
校
に
お
け
る
個
人
情
報
の
取

り
扱
い
の
指
針
等
は
あ
る
の
か
。

教
育
部
長　
「
市
町
村
立
学
校
で
の
個

人
情
報
を
含
む
電
子
情
報
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
」
の
文
書
を
、
各
小
・
中
学

校
に
配
布
し
て
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

鎗
光　
個
人
の
権
利
の
保
護
と
、
有
用

性
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
、
法
律
を
正
し

く
理
解
し
、
個
人
情
報
を
適
切
に
管
理

し
つ
つ
、
活
用
す
べ
き
だ
。

施
設
命
名
権
（
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
）

導
入
に
つ
い
て

鎗
光

鎗
光

鎗
光

鎗
光

鎗
光

鎗
光

鎗
光

鎗
光

鎗光秀孝
議員

赤木武男
議員

浜﨑昭臣
議員

お
に
き

建
設
部
長

教
育
長

市
長

健
康
福
祉
部
長

市
長

建
設
部
長

総
務
部
長

市
長

健
康
福
祉
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

市
長

企
画
部
長

総
務
部
長

健
康
福
祉
部
長

教
育
部
長

市
長
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